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(町の人口)

男 6，491人(十21)

/よヲラ
女 6，193人(+27) 

言十 12，684人 ( +48) 

広報
世帯数 4，216戸(十23)

1991 8月1日現在。()内は前月比

青空と緑と産業のまち昭和町 NO.1B7 
町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿
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NHIく朝のラジオ体操を昭和町から生放送

ア月21日さわやかな裏の朝、 NHK夏期巡回ラジオ体操が押原中校庭

で開催されました。この事業は、昭和町が村から町になって今年で20周

年を迎え疋ことを記念して行われぎしだ。

当日は、およそ3干人のみなさんが集まり、午前6時からの開会式のあ

とリハーサルを行い本番へ備えましだ。最初は眠い目をこすりながら参加

していだ子どもだちも、毎朝ラジオから聞こえてくる青山敏彦先生のだく

みな会話と、楽しい練習でしだいに元気になり¥68寺30分からの本番で

は、元気なかけ声とともに力いっぱい体操を行い、昭和町の明るく元気な

声を日本全国に伝えましだ。
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昨
年
七
月
オ
ー
プ
ン
し
た
町
立
図
書
館
が
、
今
年
の
七
月
開
館
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
開
館
以

来
、
予
想
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
図
書
館
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
連
日
図
書
館
は
大
に
ぎ
わ
い

で
す
。
館
内
で
は
、

「幼
児
コ
ー
ナ
ー
」
で
絵
本
を
よ
ん
だ
'
り
し
て
い
る
親
子
や
、

「A
V
コ
ー
ナ
ー
L

で
ビ
デ
オ
を
見
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
の
利
用
登
録
宇
守
さ
れ
た
人
は
、
開
館
一
周
年
の
日
を
待
つ
こ
と
な
く
五
千
人
を
突

破
し
ま
し
た
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
他
、
玉
穂
町
・
田
富
町
な
ど
近
隣
の
町
の
み
な
さ
ん
も
利
用
登

録
吾
し
、
昭
和
町
の
図
書
館
奇
利
用
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
四
人
に
一
人
は
、
利
用
登
録
を
し
て
カ
ー
ド
ぞ
お
持
ち
で
す
、
炉
、
ま
だ
登
録

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ど
う
ぞ
図
書
館
に
一
度
お
い
で
く
だ
さ
い
。
利
用
登
録
者
が
一
万
人
宇
佐
宛
大
破

す
る
日
は
い
つ
に
な
る
か
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

物

一
年
を
待
た
す
に
五
千
人
の
利
用
登
録
者

児童図書

48，061冊

(35.8%) 

(
平
成
三
年
七
月
三
十
一
日
現
在
)
物

館
長
か
ら

町
民
の
皆
様
方
の
待
望
さ
れ
た
町
立

図
書
館
が
昨
年
七
月
二
十
二
日
に
オ
ー

プ
ン
さ
れ
、
利
用
登
録
者
が
五
千
人
を

突
破
し
て
満
一
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

多
く
の
町
民
の
方
々
を
は
じ
め
、
町
外

の
方
々
か
ら
も
親
し
ま
れ
予
想
以
上
に

利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
蔵
書
数
は
約
三
万
三
千
冊
で

す
が
、
幅
広
い
資
料
を
積
極
的
に
集
め

一
人

一
人
の
ご
要
望
に
適
確
に
対
応
で

き
る
よ
う
職
員
一
同
努
力
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
本
年
度
は
県
の
ご
指
導
を
い

た
だ
き
、
石
和
町
立
図
書
館
と

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
が

実
現
さ
れ
、
他
の
図
書
館
の
蔵
書
も
容

易
に
検
索
で
き
迅
速
に
資
料
提
供
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
の
図
書
館
運
営
委
員

|町民のみなさんの

| 利用登録率は

27.5%です

|・資料 費 1，597円

(町民一人当りの〉

・蔵 書 数 2.8冊

10.8冊-貸出冊数

ひ
と
こ
と

② 

館長

長
に
は
教
育
厚
生
委
員
長
で
あ
り
ま
す

高
野
貞
春
氏
、
副
委
員
長
に
は
社
会
教

育
委
員
の
清
水
裕
氏
が
、
過
日
の
運
営

委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

様
な
立
派
な
図
書
館
を
よ
り
充
実
・
発

展
さ
せ
る
為
に
も
地
域
の
方
々
や
児

童
・
生
徒
の
図
書
館
に
お
け
る
マ
ナ

i
、

一公
共
物
に
対
す
る
意
識
の
福
養
が
必
要

で
あ
る
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
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図
書
館
運
営
委
員
は

次
の
み
な
さ
ん
で
す

(
敬
称
略
・
順
不
同

〈
委
員
長
〉

高
野
貞
春
(
教
育
厚
生
委
員
長
)

〈
副
委
員
長
〉

清
水
裕
(
社
会
教
育
委
員
)

〈委

員
〉

山

口

善

一

(
教
育
委
員
長
)

輿
石
哲
夫
(
教
育
委
員
)

保

坂

篤

(

刀

)

野

沢

文

弥

(

月

)

曽
根
啓
順
(
社
会
教
育
委
員
)

鈴
木

幸
男

(

刀

)

藤
綱
秀
雄
(
区
長
)

高
野
幸
一
(
一
坪
図
書
館
長
)

樋

口

久

美

子

(

刀

)

佐
野
統
(
押
原
小
学
校
長
)

荻
野
栄
(
西
条
小
学
校
長
)

山
本
仁
(
押
原
中
学
校
長
)

細
田
健
児
(
議
会
議
長
)

佐
野
精
一
(
議
会
副
議
長
)

松

岡

満

子

(
婦
人
会
長
)



手
づ
く
り
総
本
-
講
座

4ロの講座でやっとできあがりまし定

親子でお勉強

井口恵理さん

(西条小6年〉

佐野登美枝さん

(西条 72歳〉

昨
夏
、
昭
和
町
に
待
望
の
図
書
館
が

で
き
た
時
に
は
、
嬉
し
く
て
早
速
で
か

け
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
お
借
り
し
て
は
今
日

に
至

っ
て
い
ま
す
。

町
立
図
書
館
が
で
き
て
か
ら
、

学
校
清
潔
で
広
々
し
た
立
派
な
館
内
に
は

の
宿
題
を
調
べ
た
り
、
た
の
し
い
本
を
充
実
し
た
図
書
が
並
び
、
い
つ
行

っ
て

借
り
に
行

っ
て
い
ま
す
。
特
に
夏
休
み
も
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
た
お
母
さ
ん

に
は
、
友
達
と
自
由
研
究
を
本
で
調
べ

や、

学
生
や
お
年
寄
り
達
が
、
勉
強
を

丸
い
大
き
な
机
で
、
模
造
紙
に
書
い
で
し
た
り
、
本
を
読
み
、
係
の
人
に
セ

ッ

仕
上
げ
ま
し
た
。
図
書
館
へ
行
く
と
、

卜
し
て
も
ら

っ
て
ビ
デ
オ
を
み
た
り
、

西
条
小
や
押
原
小
の
子
ど
も
だ
け
で
な
本
当
に
楽
し
そ
う
で
、
ほ
ほ
え
ま
し
く

く、

玉
穏
や
竜
王
の
子
ど
も
達
も
大
ぜ

感

じ

ら
れ
ま
す
。

い
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
本

を

借

り

る

ス

ト

レ

ス

の

多
い
、
め
ま
ぐ
る
し
い

ほ
か
に
、

L
D
を
見
る
の
に
順
番
待
ち
現
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
ひ
と
と
き
で
も

で
み
た
り
、
い
つ
も
に
ぎ
や
か
で
す
が
、
静
か
に
座
し
て
、
本
の
心
を
読
み
と
る

私
た
ち
子
ど
も
だ
け
で
も
、
と
て
も
は
こ
と
は
、
若
い
人
達
に
も
必
ず
い
つ
か

い
り
や
す
く
楽
し
い
所
で
す
。

心
身
の
栄
養
に
な
る
と
信
じ
ま
す
。

一
書
寸
こ
れ
返
却
/
」
と
本
を
投
り
に
く
る
子
供
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
一

一

司
げ
る
よ
う
に
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
置
は
そ
れ
で
い
い
の
で
は
な
い
か
と
¥

一

一
川
く
と
、

A
V
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ダ
ツ
最
近
思
い
ま
す
。
無
理
じ
い
の
読
書

一

一

シ
ュ
。
夏
休
み
期
間
は
子
供
も
は
〈
示
り
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
せ

一

一
ム
ノ
席
取
り
に
忙
し
い
様
子
で
す
。
ん
。
自
発
的
な
読
書
こ
そ
¥
い
つ
ま

一

一
か

し
D
を
見
て
、
本
を
読
ん
で
¥
で
も
山
に
残
る
も
の
に
な
る
の
で
は

一

一
由
E

時
に
は
宿
題
を
し
て
、
あ
わ
だ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一

一
の
芝
し
い
子
供
の
毎
日
の
生
活
の
時
々
で
も
、
あ
冬
C

ん
や
お
白
さ

一

一
ト

中
に
、
ど
う
や
ら
図
書
館
は
溶
ん
も
¥
ご
自
分
の
子
供
、
ガ
図
書
館
か

一

一
ン

け
込
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
ら
ど
ん
な
本
を
借
り
て
き
て
い
る
の

一

一
ウ
図
書
館
へ
日
参
し
て
く
る
子
ガ
¥
ぜ
ひ
気
を
つ
け
て
見
て
い
だ
だ

一

一
-
Y
供
の
中
に
は
¥
マ
ン
ガ
だ
け
借
き
だ
い
と
思
い
ま
す
。

一

町
立
図
書
館
か
ら

合
舟
の

お
す
す
め

作
鑓

{
一
般
図
書
〕

o
寂
聴勝

山
泰
佑
朝
日
新
聞
社

。
た
め
息
の
時
間

連
城
三
紀
彦
集
英
社

。
そ
う
だ
つ
た
の
か
:
:
:
/

林
真
理
子
文
雲
春
秋

o
死
な
れ
で
は
図
る

夏
樹
静
子

新

潮

社

。
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
ラ
イ
フ

ラ
イ
ア
ル
・
ワ
ト
ソ
ン

筑
摩
書
房

{
児
童
図
書
}

o
ち
ん
ど
ん
パ
レ
ー
ド

上
保
さ
な
え
国
土
社

。
ぼ
う
し
ネ
コ
の
た
の
し
い
家

s
g
Dル
!
ゲ
岩
波
書
后

o
ま
ほ
う
の
ス
ー
プ

M
・
工
ン
デ
岩
波
書
房

omま
で
か
ぞ
え
ら
れ
る
こ
や
ぎ

ア
ル
フ
・
プ
リ
ヨ
イ
セ
ン

福
音
館
書
庖

0

マ
リ
l
マ
リ
i

サ
ラ
・

へ
イ
ズ

セ
l

一
フ
出
版

平成3.9.I 広報しようわ③ 



平
成
三
年
度
国
保
税
の
税
率
が
決
ま
り
ま
し
た

税

負

担

の

緩

和

を

念

頭

に

国
民
健
康
保
険
の
本
算
定
は
八
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
手
元
に
国
保
税
の
納
付
書
は
届
き
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。
本
年
度
は
、
今
ま
で
積
み
立
て
て
き
だ
財
政
調
整
基
金
を
取
り
く
ず
し
、
ま
た
、
税
率
に
つ
い
て
も
、

み
な
さ
ん
の
税
負
担
の
緩
和
を
図
る
た
め
、
一
部
引
下
げ
を
い
た
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税
は
、
国
保
を
運
営
す
る
た
め
の
た
い
へ
ん
重
要
な
財
源
で
す
。
納

期
内
に
か
な
ら
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
み
な
さ
ん
が
、
よ
り
適
正
な
受
診
に
山
、
か
け
、
ム
ダ
な
医
療
費
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
保
険
税
の
値
上
げ
を
し
な
い
で
す
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
保
は
被
保
険
者
み
な
さ
ん
の
も
の
で
す
。
助

け
合
う

ωで
国
保
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

ー国保の重要な財源となる保険税は、

次の4つの合計により算出されます
①+②+③十④ が年税額となります。(限度額は44万円です)

この年税額から4~ア月の額を引いた額が己~3月の額となります。

(百円単位の端数は8月で調整します)

※年度途中の加入 ・脱退は、月割り計算となります。

加入者の前年の収入から必要経費

などを除き、左の率を乗じた額

加入者の固定資産税額に左の率を

乗じた額

左の金額に世帯の加入人数を乗じ

た額

税率 3.20%

(前年度 3.38%) 

税率 18.00%

(前年度 20.00%) 

税額 15.870円

(前年度同額)

国保の加入世帯、一世帯当たりの

金額

税額 23.500円

(前年度同額)

① 

③ 

③ 

④ 

(
国
保

ω運
営

を

)

「

審

議

し

ま

す

)

運
営
協
議
会
委
員
さ
ん
は

次
の
み
な
さ
ん
で
す

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
関
し
て
、

国
保
税
や
条
例
な
ど
、
重
要
事
項
を
審

議
し
て
い
た
だ
く
運
営
委
員
が
、
つ
ぎ

の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
三
年
七
月
一
日
か
ら

平
成
五
年
六
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

(
敬
称
略
)

0
被
保
険
者
代
表

秋
山
鶴
子

・
磯
部
政
良
・
佐
野
幸
夫

o
保
険
医
代
表

森
川
一
弘
・
太
田
道
夫
・
今
井

一
生

o
公
益
代
表

細
田
健
児
・
佐
野
精
一
・
高
野
貞
春

『

.
E

一

町
で
は
、
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

一
と
次
の
日
程
で
、
保
険
料
の
徴
収
と

一
年
金
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気

一
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一

な
お
、
過
年
度
分
保
険
料
未
納
者

一
に
は
、
甲
府
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

一
お
知
ら
せ
の
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま

一
す
の
で
、
そ
の
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て

↑
く
だ
さ
い
。

「

集
合
徴
収
と

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ
/

左
の
図
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る

内
と
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
の
費
用
の
七
割
を
国
保

d
.ア
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
残
り
の
三
割
は
窓
口
で
み
な
さ
ん
が

M

R
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
保
負
担
の
七
割
は
、
み
な
さ

ι町
一
ん
が
納
め
る
保
険
税
と
国
か
ら
の
負
担
金
な
ど
に
よ
り
ま
か

z
uな

わ
れ
ま
す
。

-2
リ

W

Z
一

今‘.

患負担曾

医療費は

とのよう

。
日
時

・
九
月
二
十
四
日

ω・
二
十
五
日
附

・
午
前
九
時
三
十
分
j
午
後
四
時

。
場
所

昭
和
町
総
合
会
館
二
階
会
議
室

※
問
い
合
せ
は

甲
府
社
会
保
険
事
務
所

(
冨
日
ー

1
4
4
1
)

役
場
町
民
窓
口
課
国
民
年
金
係

(
窟
花

1
2
1
1
1
)

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー圃ーーーーーーー四ーーーーー圃ーーーーー_.J
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医
療
費
の
三
割
↓

7
1
11
医

療

費

の

七

割

1
111
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医

保険税
療

費



中
巨
摩
郡
体
育
祭
。

〈
七
種
目
に
優
勝

中
巨
摩
郡
下
十

一
町
村
が
参
加
し
た

郡
体
育
祭
り
が
、
七
月
十
四
日
、
若
草

町
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
町
か
ら
は
、
二
百
五
十
二
名
が

二
十
七
種
目
に

エ
ン
ト
リ
ー
、
七
種
目

に
優
勝
す
る
な
ど
総
合
で
第
四
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

総
合
優
勝
は
竜
王
町
、
準
優
勝
櫛
形

町
、
第
三
位
敷
島
町
の
成
績
で
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
の
席
上
、
中
巨
摩
郡

社
会
体
育
振
興
の
功
労
者
表
彰
が
行
わ

』

F

山
田
さ
ん
は
、
町
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

監
督
と
し
て
永
年
活
躍
さ
れ
ま
し
た。

』

F

桑
原
さ
ん
は
、
水
泳
の
選
手
と
し
て
永
年
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

総
合
第
4
位〉

れ
、
本
町
か
ら
山
固
定
之
さ
ん
(
押
越
)

桑
原
丑
寅
さ
ん
(
清
水
新
居
)
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

-
優
勝
種
目
ゴ
ル
フ
・
テ
ニ
ス
男
子

・

銃
剣
道
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
・
ゲ
!
ト

ボ
l
ル
女
子
・
相
撲
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ

-
準
優
勝
種
目
卓
球
女
子
・
ク
レ

l

射
撃
・
テ

ニ
ス
女
子

・
第
三
位
種
目
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
家
婦

弓
道
男
子
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子

圃国自己

圃⑨圃⑨雪面白

八
大
会
結
果

V

O

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝
準
優
勝

三

位

。
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優

勝
準
優
勝

三

位

河西抑
東条
中二
島区 越

A 

河西 河
東条
中 二
島区西

敬老ω日
9月15日

15日---21日は

老人福祉週間です

八
月
四
日
、
町
子
ど
も
ク
ラ
ブ
球
技

大
会
が
、
押
原
小
学
校
を
中
心
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
各
チ

l
ム
と
も
、
こ
の

大
会
を
目
標
に
早
い
時
期
か
ら
練
習
を

積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
猛

暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
好
試
合
、
好
プ
レ

ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

企昨年の雪辱を果たした河西若竹

子どもクラブのメンバー

...チムワ クで優勝した押越子ども

クラブのメンバー

毎
年
九
月
十
五
日
は

「敬
老
の
日
」

で
す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
は

「老
人
福
祉
週
間
」
で
も
あ
り
ま
す。

こ
の
時
期
に
は
、
各
地
区
で
敬
老
会
が

行
わ
れ
、
永
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
尽

く
さ
れ
て
き
た
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん

の
功
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
長
寿
が

お
祝
い
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
方

々
に
対
し
て
は
、
泉
町
長
が
訪
問
し
記

念
品
を
贈
り
米
寿
を
お
祝
い
し
ま
す。

こ
の
よ
う
に

「敬
老
の
日
」
に
は
、

お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
を
敬
愛
し
長
寿

を
祝
う
と
と
も
に
、
お
年
寄
り
の
み
な

さ
ん
自
ら
も
常
に
心
身
の
健
康
に
注
意

し
、
今
日
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
と
経

験
を
一
層
地
域
に
役
立
て
て
い
た
だ
こ

う
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

翠
『
ふ
れ
あ
い
や
ま
な
し

翠

こ
と
ぶ
き
祭
nd」
、
か
開
催
さ
れ
ま
す

今
年
で
第
五
回
目
を
迎
え
る

「
ふ
れ

あ
い
や
ま
な
し
こ
と
ぶ
き
祭
り
」
が、

九
月
八
日
制
午
前
九
時
か
ら
小
瀬
ス

ポ
ー
ツ
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す。

こ
の
お
祭
り
は
、
お
年
寄
り
を
中
心

と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
も

が
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
祭
り
で
す
。

当
日
は
、
高
齢
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
芸
能
大
会
の
ほ
か
、
各
町
村
の
特

産
物
の
展
示
即
売
会
が
行
わ
れ
る
グ
ふ

る
さ
と
自
慢
展
。
や
、
と
ん
汁
な
ど
が

サ
ー
ビ

ス
さ
れ
る
グ
ふ
る
さ
と
昧
展
d

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
く
だ

叉
」
い
。

す
べ
て
の
町
民
の
み
な
さ
ん
が
お
年

寄
り
の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、

理
解
を
深
め
、
生
き
が
い
の
あ
る
福
祉

社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

迎合
え年
る
み米
な寿
さを

議完茜茜 藷藷茜茜茜茜 ぉん
漉東 条条水 水 き き 条条蒜 で
阿中 新 新 新新 一 一一一 般 二z
原島田田居居区区区区 :39

中
込

鯉

田
中

文
子

五

昧

五

郎

河

西

信

正

秋
山
と
も
代

金
丸
は
る
恵

坂

田

と

も

福

島

こ

う

神

宮

寺

允

丸

山

玉

乃

企昭和町のふるさと自慢コーナーでは、和紙工芸と

わら細工の展示卸売会を行います。

広報しようわ 平成3.9.I ⑤ 



下
水
道
を
進
め
、

月

1 0 
日

よ
み
が
え
ら
せ
よ
う

ホ
タ
ル
の
里

昭
和
町

全

国

下

水

道

促

進

デ

|

み
な
さ
ん
、
針
生
活
し
て
い
く
う
え
で
、

「水
」
は
最
も
必
要
な
、

日
た
く
さ
ん
の
人
、
炉
、
た
く
さ
ん
の
量
の
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
家
庭
の
台
所
や
風
呂
な
ど
で
ひ
と
た
び
使
い
終
っ
た
、
汚
れ
た
水
は
ど
こ
へ
、
ど
う
流
れ
て
い
き
、

み
な
さ
ん
の
周
囲
の
自
然
や
環
境
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、
関
心
必
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
町
で
も
、
急
激
な
都
市
化
と
人
口
増
に
伴
う
汚
水
の
増
大
に
よ

b
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
遊
び
、
ま

た
、
鮒
や
ど
じ
ょ
う
、
炉
泳
い
で
い
た
川
は
、
現
在
で
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
の
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
、
河
川
な
ど
の
水
質
の
保
全
を
図
る
た
め
に
、

下
水
道
施
設
の
整
備
は
一
日
も
早
く
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
事
業
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下水道工事は、みなさんにご
的いれ 〈 ど・'"
迷惑をかけないよう努力をし

ています。住みやすい町づく

りのため、みなさんの

ご協力をお願いします。

-~~ÏËÆJ 

そ
し
て
大
切
な
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
毎

上
河
東
・
上
河
東
二
区
・
河
西
の
各
一
部

下
水
道
使
用
開
始
は
平
成
五
年
度

町
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
昭
和
六

十
二
年
度
よ
り
工
事
に
着
手
し
、
現
在

第
一
期
事
業
区
域

(
W
ヘ
ク
タ
ー
ル
)

の
下
水
道
建
設
を
急
い
で
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は

「き
わ
や
か
な
住
ま
い

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
本
町
の
重

点
事
業
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。現

在
の
予
定
で
は
、
平
成
五
年
度
よ

り
上
河
束
、
上
河
東
二
区
、
河
西
の
各

一
部
区
域
に
お
い
て
、
下
水
道
の
使
用

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
工
事
巳
ご
協
力
を

町
で
は
、
今
年
度
も
上
河
東
・
河
西

地
区
を
中
心
に
下
水
道
工
事
を
進
め
る

予
定
で
す
。
下
水
管
は
、

下
水
が
自
然

に
流
れ
る
よ
う
に
少
し
づ
つ
こ
う
配
を

つ
け
な
が
ら
、
道
路
の
下
に
布
設
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
道
路
の
下
に
は

既
に
水
道
管
や
電
話
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の

施
設
が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
工
事
は
た

い
へ
ん
難
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

何
か
と
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Efi~JJ嗣E租~3tよ[，~~調【

民俗資料館を中山に町の花

(戸ヤメ〉町の木(松〉を表現

町童を中山に町の花

(キキョウ〉を表現

町の木(梅〉町の花

(三色すみれ)を表現

南戸ルプスを背に、滝沢川とボ

タンキョウ及び産地野菜を表現

⑥ 平成3.9.1広報しようわ

ゲンジボタル発祥の地で

清流に舞うホタルを表現

町の花(J'¥ラ)で町章を囲み

町民の和を表現



本田美奈子

瀬川瑛子がやって来る.ノ

催閲
月
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安 ふるさと

ふれあい祭り

hv
本
田
美
奈
子
さ
ん

昭
和
町
秋
の
祭
典
、
町
を
あ
げ
て
の

ゲ
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
d

が
、
今

年
も
十
月
十
日
押
原
中
校
庭
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

昨
年
は
、
お
よ
そ
八
千
人
の
み
な
さ

ん
が
こ
の
祭
り
を
訪
れ
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
祭
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

第
三
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
本
田
美
奈

子
さ
ん
・
瀬
川
瑛
子
さ
ん
を
迎
え
て
の

歌
謡
シ
ョ

ー
や
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、

各
種
団
体
の
出
底
、
そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー

レ
の
ふ
る
さ
と
花
火
大
会
ま
で
、
趣
向

を
こ
ら
し
た
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が
み
な

さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
制
施
行
二
十
周
年
記
念
式
典
も
、
併

せ
て
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

み
な
さ
ん
の
良
き
思
い
出
と
な
る
よ

う
、
ご
家
族
・
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
お
祭
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
お
祭
り
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
来
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

4
司
瀬
川
瑛
子
さ
ん

ゴミなどを燃やすときは

隣近所にきくばりを
最近、「灰がまってきて洗濯物が千せないJ、

「プラスチッグやゴムなどの燃えるにおいが

くさくて困る」などの苦情が寄せられていま

す。

ご家庭の簡易焼却炉でゴミを燃やす場合

や、野焼きなどをする場合は、ゴミを燃やす

時間帯やゴミの量、風向きなどを考えて、隣

近所に迷惑がかからないように気をつけまし

ょう。<環境衛生課〉
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第
三
固
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ふ
れ
あ
い
コ
ン
ペ

一

一

v
日

時

十
月
三
日
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v
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園
ゴ
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・
コ
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一

一
V
対
象
者
ハ
ン
デ
叩
以
上
の
方

一

↑
V
定

員

初
名
(
先
着
順
)

↑

一
V
参
加
料

三
千
円

(
プ
レ
|
代

一

一

は
個
人
負
担
に
な
り
ま
す
)

一

一
V
競
技
方
法

新
ペ
リ
ア
方
式

↑

一

v申
込
み
期
間

一

一

九
月
一
日
j
十
日

一

一
V
申
込
み
方
法
各
地
区
の
ゴ
ル

-

一

フ
部
役
員
に
参
加
料
を
添
え

一

一

て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一

一
V
詳
細
は
、
教
育
委
員
会
ま
で
お

一

一

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

一

「

(
箇
花
1
2
1
1
1
)
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一
郵
便
局
か
ら
の
お
願
い

一
郵
便
受
箱
と

一
表
札
掲
出
に
つ
い
て

一

い
つ
も
郵
便
を
ご
利
用
く
だ
さ

一
い
↓
示
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

一
す
。

一

さ
て
¥
郵
便
局
で
は
年
々
増
加

一
す
る
大
量
の
郵
便
物
を
迅
速
正
確

一
に
お
届
け
す
る
だ
め
〈王
家
庭
に
郵

一
便
受
箱

・
表
札
の
設
置
を
お
願
い

一
し
て
ま
い
り
ま
し
だ
が
¥
ま
だ
設

一
置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭
で
は
ぜ

一
ひ
掲
出
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
だ

一
し
ま
す
。
な
お
受
精

・
表
札
は
郵

一
便
局
で
も
斡
旋
し
て
お
り
ま
す
。

一

回
富
郵
便
局

「

(冨
乃ー
3
0
5
0〉

L一一ーーー一一一一一一一一一ー一一一ーーー一一ー一ーーーー一一一一一一一ー一一一一ーー一一一一一一ーーーーー一一一一ー一ー一_.J

昭
和
町
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
推
進
員

会
で
は
、
七
月
十
一
日
に
、
総
合
会
館

会
議
室
で
第
三
回
目
の
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

推
進
員
会
で
は
、
会
議
の
中
で
、
夏

休
み
中
の
青
少
年
非
行
防
止
活
動
の
一

環
と
し
て
、
青
少
年
に
よ
る
シ
ン
ナ
ー

乱
用
防
止
に
取
り
組
む
た
め
の

P
R
活

動
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
話
し

合
い
ま
し
た
。

推
進
員
の
方
々
か
ら
、
青
少
年
シ
ン

ナ
ー
乱
用
の
実
態
を
聞
き
な
が
ら
現
状

を
と
ら
え
、
今
後
シ
ン
ナ
ー
を
青
少
年

の
子
に
届
か
な
い
よ
う
、

地
域
ぐ
る
み

で
活
動
し
て
い
け
る
よ
う
に

P
R
活
動

を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
活
動
と
し
て
は
、
シ
ン
ナ
ー

取
扱
い
事
業
所
に
シ
ン
ナ
ー
盗
難
防
止

を
お
願
い
し
た
り
、
ま
た
、
青
少
年
の

シ
ン
ナ
ー
乱
用
防
止
だ
け
で
な
く
、
広

く
町
民
の
み
な
さ
ん
に
覚
せ
い
剤
な
ど

の
薬
物
の
恐
ろ
し
き
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の

P
R
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た。

ご
家
庭
で
も
、
接
着
剤
や
シ
ン
ナ
ー

な
ど
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、

ま
た
薬
物
の
恐
ろ
し
き
を
知
り
、
住
み

よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。

⑦ 平成3.q. I 広報しようわ



押原小0)先生が中心ω
ソフトボールチーム
〈ノンキーズ〉

合
月
は
、
合
年
か
ら
町
の
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
リ
ー
グ
戦
に
参
加
し
て
い
る
、
押

原
小
の
先
生
が
中
山
の
チ
ー
ム
「
ノ
ン

キ
i
ズ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「も
う
八
時
だ
ぞ
。
」「
あ
と
何
人
だ
。L

こ
れ
が
試
合
開
始
直
前
の
ノ
ン
キ

i
ズ
の

決
ま
り
文
句
で
あ
る
。
初
め
て
聞
く
人
に

は
、
な
ん
の
こ
と
か
見
当
も
つ
か
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
わ
が
ノ
ン
キ

l
ズ
は
、
試

合
の
メ
ン
バ

ー
が
揃
う
の
に
も
や
き
も

き
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
実
際
に
は
、

E
B園
二
十
名
も
部
員
が
い
る
の
で
す
が
、
試

吋
」
河
川
園
合
に
来
れ
る
の
は
決
ま
っ
て
八
人

1
十

d
，

ι・
人
な
の
で
す
。
そ
れ
も
時
間
ぎ
り
ぎ
り

、

ノ

固

に

。
ノ
ン
キ

l
ズ
と
い
う
名
前
は
、

「そ

/
し
圃
ん
な
の
ん
き
な
人
々
の
集
ま
り
」
と
い

向
。
.
う
意
味
か
ら
つ
け
ら
れ
た
の
で
す
。
こ

t

ん

圃

ん

な

チ

ー
ム
で
す
が
、
結
成
当
初
は
、

，
内
圃
早
朝
練
習
や
休
日
練
習
な
ど
よ
く
や
っ

a島
亙
た
も
の
で
す
。
し
か
し
年
齢
が
増
す
に

『，b'
つ
れ
、
仕
事
量
の
増
大
、
家
事
、
育
児

d
u
と
、
な
か
な
か
自
分
の
時
間
が
と
れ
な

.
く
な
っ
て
き
た
の
が
現
実
な
の
で
す

0

.

私

た

ち

の

チ

l
ム
は
、
今
か
ら
八
年

....町のリーグ戦の成績は、己月5日現在

C級リーグで4勝 1敗と頑張っています。

前
、
竜
王
小
に
い
た
太
田
学
先
生
が
中

心
に
な
り
、
近
く
の
野
球
好
き
な
先
生

た
ち
を
集
め
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
初

め
は
、
甲
府
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
の
リ

ー
グ
に
入
り
、
月
三
、
四
回
の
試
合
を

行
い
、
練
習
も
よ
く
し
た
の
で
、
大
会

で
は
、
上
位
入
賞
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、

山
梨
国
体
終
了
と
と

も
に
、
ま
わ
り
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
熱
も

冷
め
、
リ
ー
グ
も
な
く
な

っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
今
度
は
、
玉
穂
の
勤
労
セ
ン

タ
ー
の
リ
l
グ
に
入
り
や
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
こ
も
な
く
な
っ
て
し

ま
い
、
ど
う
し
よ
う
か
と
悩
ん
で
い
ま

し
た
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を

捨
て
切
れ
ず
、
今
回
昭
和
町
で
リ
ー
グ

戦
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
の

で
、
無
理
を
承
知
で
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

気
分
一
新

ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
新
調
し
、
メ

ン
バ
ー
全
員
や
る
気
で
燃
え
て
い
ま

す
。
他
の
チ

l
ム
に
で
き
る
だ
け
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
、
今
年
は

C
リ
ー

グ
で
の
優
勝
を
狙
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ー づく9料理
-材料 (4人分)

そうめん250g かますの干もの2枚 レモン汁少々きゅうりE本

サラダ油大さじ2 生しいたけ巴枚梅干し大3~4個

いりごま(臼)大さじM レモンのいちょう切り

-作り方

①力、ますは焼き、皮と骨を除いてほぐし、酒大さじMとレモン汁を

ふります。

③きゅうりは縦 Eつに割って斜め薄切りにし、ポールに入れて、塩

小さじ泌をふり、しんなりしたら水で洗い、水けをしぼります。

③そうめんはたっぷりの熱湯で堅めにゆで、ざるにあけてゆで汁を

きり、冷水で洗い流し、水をきります。

④中華鍋にサラ夕、j自在熱し、薄切り にした生しいたけをいため③、

①の順にいため、②に種を除き細かくたたいた梅干を加えて、酒

大さじ 1をふり、うす口しょうゆ大さじ%、塩、こしようで調昧

し、レモンを加えていため合わせ、ごまをふります。

梅
風
昧
焼
そ
う
め
ん

栄養改善推進員

望月二三子さん(築地新居)

|ちょっと一言 | 
焼きそば風に使う場合、ゆでたらすぐに冷

水にとり、 7J，の中でもむように洗い、表面の

ぬめりを落としてください。かんたんに出

来ますので、今夜の食事にどうぞ。

雨戸 木賃
合退 ー 宿 オ各 ;骨 味火

旅の 学舎 一 老 老初 下f露 人友 あ 波
子等育 青へ空部院 人命 子ら ヌ~ がず!f 年木 L 、顔 る天 生情 の厚し --あ宿 屋も 座は 戸か トよ 5J古IL 宿の 生の ても 度風 のの 雲は

け ー は近 し人 にる: L 、日 ，官亡よ J官丈よ 電 ー 思チ 土呂 一 晩 の立 ちは こグツ 癖あ
郷〈 静そ 昔 日

赴単身 夜原島
主刀 辺 話枝 つ 産 お コ餐 流ま 風 は

里病 にれ 名も Lこ;こ のに 心ム を国 マ，(.: れ い 呂た

うトり の窓 窓ぞ 残淀
マロ 恩師

中も のワ 買討t 方択の を心、 にけ

鼻そ 批風 辺れ り む イ壬 お の f以 '安g ふ の の ，向ふ~よ 追の j益父
つな どを のの の日 借び ンの ニて はク も長 宿開 っ'安u れ の

Uま〈客 国人 月 j手
場宿 我も

りや の影 重我 大で 旅言舌 の く て閉 て肩

青葉 居も
自 れ をき のか 大丁 し 丸も 切勝 のし 味 里さ 戸 くや

'慢 詠沈 田J1:;" 宿し がの 生 に進 中 心し はる うのる むみ 生 と~);' さ主 み ずま
香 活 も む

柳111 る

矢 井 磯 山 堀 森 同ムロ3 森 オ目 中
崎 ロ 告F 本 内 田 里子 沢 田 ;尺 原、 j尺

み 美 み あ
J屯i 素 玉 よ イミ づ 夏 イ斗t 4王 春 主主 久 --星 木 枝 子 子 (J 子 オ支 イ今4じ』 男 子 子

③ 平成3.9.I 広報しようわ
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医直面|メ|号
女核医学検査とは?

山梨医科大学助教授

放射線科

小泉

~説1

核
医
学
検
査
、
あ
ま
り
耳
慣
れ
な
い

言
葉
で
す
が
、
病
院
に
よ
っ
て
は
ア
イ

ソ
ト
ー
プ
検
査
と
か

R
I
検
査
と
か
言

っ
て
い
ま
す
。
そ
う
で
す
、
核
医
学
検

査
と
は
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
(
放
射

性
同
位
元
素
)
を
使

っ
て
い
ろ
ん
な
病

気
を
診
断
す
る
検
査
法
な
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
放
射
性
物
質
や
核

反
応
な
ど
の
言
葉
を
耳
に
し
た
だ
け
で

恐
怖
心
や
不
安
感
を

つ
の
ら
せ
る
人
が

多
い
よ
う
で
す
が
、
現
代
社
会
に
は
ラ

ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
が
身
近
な
と
こ
ろ

に
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

夜
光
時
計
の
自
発
光
塗
料
や
蛍
光
灯
の

グ
ロ

i
放
電
管
に
は
プ
ロ
メ
チ
ウ
ム
|

一
四
七
が
、
煙
感
知
器
に
は
ア
メ
リ
シ

ウ
ム
|
二
四
一
と
い
う
ア
イ
ソ
ト
ー
プ

が
い
ず
れ
も
微
量
な
が
ら
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
農
業
の
分
野
で
も
じ
ゃ
が
い
も

の
発
芽
を
お
さ
え
る
た
め
、
あ
る
い
は
、

工
業
の
分
野
で
は
い
ろ
ん
な
医
療
器
具

の
消
毒
や
滅
菌
の
た
め
に
コ
バ
ル

ト

|

六
O
と
い
う
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
か
ら
出
る

放
射
線
(
ガ
ン
マ
線
)
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

潔

さ
て
、
ま
え
お
き
が
長
く
な
り
ま
し

た
が
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
の
医
学
の
分
野

で
の
利
用
の
ひ
と
つ
が
こ
の
核
医
学
検

査
な
の
で
す
。
そ
の
方
法
は
、
い
ろ
ん

な
ア
イ
ソ
ト
ー
プ

(
時
に
放
射
性
医
薬

品
と
言
わ
れ
、
テ
ク
ネ
チ
ウ
ム
l

九
九

m
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
)
を
静
脈
注
射

す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
放
射
性
医
薬
品

の
性
質
に
よ
っ
て
全
身
の
各
臓
器
と
か

い
ろ
ん
な
病
気
の
部
位
に
集
ま
っ
て
、

そ
の
場
所
か
ら
放
射
線
(
ガ
ン
マ
線
)

を
出
し
ま
す
。
こ
れ
を
ガ
ン
マ
カ
メ
ラ

と
い
う
装
置
で
体
の
外
か
ら
写
真
を
と

っ
て
-
調
べ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

心
筋

梗
塞
、
脳
血
管
障
害
、
悪
性
腫
療
、
そ

れ
に
い
ろ
ん
な
骨
の
病
気
な
ど
、
そ
の

対
象
と
な
る
病
気
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

一
(⑩
西
条
一
区

マ
山
本
広
継
(
慎
一

一
郎
)

マ
植
田
章
稔
(
芳
喜
)
⑨
西
条

一
二
区

マ
原
愛
美
(
朋
行
)

マ
川

一
久
保
麻
衣
(
元
二

マ
天
野
幸
司
(
春

一
男
)
マ
望
月
紗
妃
(
正
己
)
マ
戸
港

-
詩
織
(
慶
太
)
⑨
清
水
新
居

マ
伸

一
山
穣
(
成
田
日
)
マ
土
屋
夏
美
(
正
和
)

一
マ
芦
沢
淳
子
(
政
己
)
⑨
西
条
新
田

-
マ
依
田
朋
也
(
伸
也
)

マ
小
林
柚
依

一
那
(
幸
宏
)
⑨
押
越

マ
望

月

唯

一
(
昭
一
一
一
)
⑨
紙
漉
阿
原

マ
村
松

厚

す
。
そ
の
副
作
用
で
す
が
、
放
射
性
医

薬
品
は
薬
品
と
し
て
の
量
は
ほ
ん
の
少

し
で
す
の
で
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
出
た

り
、
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
放
射
性
物

質
で
す
か
ら
放
射
線
被
曝
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
で
も
他
の
放
射
線
の
検
査、

例
え
ば
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
す
る
胃
の

透
視
や
全
身
の

C
T
検
査
と
比
べ
て
も

特
に
被
曝
が
多
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
気
分
的
に
体
の
中
に
放
射

性
物
質
を
投
与
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

不
安
に
な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
い
つ
ま
で
も
体
の
中
に
残
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

さ
あ
、
こ
れ
で
も
う
あ
な
た
は
核
医

学
検
査
な
ど
こ
わ
く
な
い
グ

企
画
財
団
法
人
里
仁
会

-令

but
t
-究

〈〕

お
誕
生

合

平
成
三
年
七
月
一
日
j
七
月
三
十
一
日

ま
で
の
届
出
(
敏
柿
略
)

(
博
)

マ
手
島
未
沙
紀
(
俊
樹
)
⑨

飯
喰

マ
木
原
桃
菜
(
義
雄
)

マ
白

砂
諒
太
(
秀
樹
)
⑨
河
西

マ
遠
藤

一
成
(
勝
博
)
⑨
上
河
東
二
区

マ

井
上
梨
穂
(
勝
宏
)

マ
小
俣
恭
祐
(
良

二
マ
滝
花
純
也
(
義
男
)
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⑨
西
条
新
田

マ
阿
久
根
元
成
・
村

岡
ゆ
か
り
⑨
上
河
東
二
区

マ
棲

木
康
広
・
宇
野
久
美
子

⑨ 
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Eみ
ん
な
に
教
え
て
ね
・
・
・

総
合
会
館
の

温
泉
利
用
時
間
が

冬
時
間
に
な
り
ま
す

町
民
の
方
な
ら
誰
で
も
ご
利
用
で
き

る
総
合
会
館
の
温
泉
で
す
、
ガ
¥
九
月

一

日
か
ら
¥
利
用
時
聞
が
次
の
と
お
り
冬

時
間
に
な
り
ま
す
。

・
月
曜
日
j
土
曜
日

午
前
十
時
j
午
後
三
時
ま
で

・
日
曜
日

第
二
、
四
日
曜
日
の
み
入
浴
で
き

ま
す
。
正
午
か
ら
午
後
八
時
ま
で

0

・
夜
間水

・
土
曜
白
に
入
浴
で
き
ま
す
。

午
後
五
時
j
午
後
八
時
ま
で

※
日
曜
日
と
夜
間
に
つ
い
て
は
、
現
金

を
取
り
扱
い
ま
せ
ん
の
で
、
回
数
券

を
ご
利
用
く
、
だ
さ
い
。

-
お
問
合
せ
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で

9月98は救急のB
<=>0凸ロ己勺白甲白0 <=>0凸0""ロ E勺<=>0凸百凸守由。aロ凸町白。白守

昨年オ年聞に絞急車は6，619回出動し¥

6，317人を医療機関ヘ搬送しています。

この人数は、甲府地区管内の45人に ?人が叔

急車を利用しだことになります。

〈救急車が来るまでは、こんなときこんな手当を!) 

合突然意識を失ったとき

①横向きに寝かせ、気道を確保する。

②呼吸がない場合は、すぐ人工呼吸を行う 。

③毛布などで保温する。

。炎天下で倒れたとき

①涼しい所に運び、寝かせ、バンドなどを緩

め楽にする。

②体温が高いときは、頭を冷やす。

③医療機関へ運ぶ。

。やけどをしたとき

①きれいな水で十分に冷やす。

②きれいな布で患部を覆う 。

③薬などはっけない。

④医療機関へ運ぶ。

応急手当など救急法指導を行っています。

お近くの消防本部へお申込ください。
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「気をつけて」

朝の一言忘れずに

ア月分--
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保健衛生だより

手し 児 健 康 吾ロ合ジ 査 国子手帳受付及び一般健康棺談日

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所 日時 9月9日(月)・ 21日(土)・ 30日(月)
午前 9時 "-'11時30分

午後 1時日日分-1時30分 平成 2年8月 車窓
場所 総合会館

(常永地区) 出生児。
※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。

g月6日 午後 1時30分-2時00分
メ口士、 妊娠証明書は、 必要ありません。

(金) (西条地区) メzふ:>: ※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

午後2時00分-2時30分
平成 2年11月 栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしてい

(押原地区)
出生児。 自官

ますのでお気軽にお出かけください。

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所 ツベルクリン反応模査とBCG接種
午後 1時日日分-1時30分 平成 3年 2月 出念 .(ツベルクリン反応検査〉

(常永地区) 出生児。 日 時 9月24日(火)午後 1時 "-'2時
g月13日 午後2時00分-2時30分

」口~ 

場 所 総合会館
(金) (西条地区) 」zh=z 該当児

午後3時日日分-3時30分 平成 3年 5月

出生児。 館 女平成 2年10月1日~平成 3年3月31日までの出生児。
(押原地区) 女平成 2年 4月1日~平成 2年9月30日までの出生児で未接

種者。
西条地区 西条一区西条二区清水新居西条新田 女平成 2年 9月にBCG接種をした者(陽転確認のため)

押原地区 押越河東中島紙漉阿原 女昭和62年10月 1日以降出生児で未接種者。

常永地区 築 地新居飯喰河西上河東上河東二区 ※上記該当児のうち BCG接種後1年以内の者は対象から除外

持ち物 母子手帳・健康保険証 ・印鑑 ・筆記用具 ・パスタオル
されます。

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので 持ち物 母子手帳 ・予防接種受付カード

ご承知ください。 . (判定及びBCG接種〉
実 施 日 9月26日(木)

3 歳 児 (建 康 吾ロ合ジ 査 受付時間 判定・ ・・・午後12時45分"-'1時30分

BCG接種・・・・午後 1時"-'2時
実施日 9月10日(火) 場 所 総合会館
受付時間 午後 1時"-'1時30分 持ち物 母子手帳 ・問診票
場 所 総合会館

該当児昭和63年 7月1日~昭和63年 8月31日までの出生 ※判定の結果、陰性者には、BCGを接種しますが、つぎのような人

児、及び前回未受診児。 はBCGを接種できません。

持ち物 母子手帳・ 3歳児健康診査票 ・食べものについて 1 発熱しているもの、または著しい栄養障害のもの。
の質問票。 2. まん延性の皮膚病にかかっているもの。

※尿検査がありますのでご承知おきください。
3. 免疫抑制剤、副腎皮質ステロイド剤などの投与を受けたもの。

4 はしか(MMR)の予防接種またはポリオ生ワクチン投与

手L 児 整 ~ 外 科 ネ実 きロ会ジ 後 1か月以内のもの。

5. 2週間以内に上記以外の予防接種を受けたもの。
実施日 9月25日(水) 6. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こしたもの。
受付時間 午後 1時"-'1時30分
t曇 所 総合会館

該当児平成 3年 5月1日~平成 3年 6月30日までの出生 3 種 Jごaヨじ 4c2コh 予 防 接 F重
~日u。

持ち物 母子手帳 日 時 9月20日(金) 午後 l時 "-'2時

場 所 *八b」口2hdZ色Z合R骨日

該当児

子 F邑= が ん ネ実 吾ロ分タ 砂I期・・・・平成元年3月 1日~平成元年 8月31日までの出生
j|日u。

算用 間 10月"-'12月 砂II期.. .. 1期 3回を完了して 1年から1年6か月以内の者。

検診場所指定医療機関 砂昭和63年 9月1日~平成元年 2月28日までの出生児で未接

検診料 無料
4 種者。

※愛育班員を通じて申込みを受けますが、直接希望される方
持ち物 母子手帳 ・問診票

は役場健康福祉課(箇75-2111)で申込み受診票を受けとっ
〈注意事項〉
O体温がはかっていないと接種できません。体温は必ずはか

てください。 ってくだ、さい。

O問診票の記入もれなどがないように してください。

飼えなくなった犬猫の収集日
O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

日 時 9月6日佳)・ 20日佳) 午前10時50分"-'10時55分 1 発熱している者。または著しい栄養障害者。

場 所 総合会館前 2. 心臓血管系疾患、腎臓、 肝臓疾患にかかっている者。

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。ま 3. はしか(MMR)、BCG接種 ・ポリオ生ワクチン投与後1

た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでし か月以内の者。

っかり主すをしてください。 4 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。

ーす‘ 
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車工:
行政相談 ， 

jt開設l時~)I 持説委
附会館午後 l 時~) I 梯段

以後;イ

乳児健康診査 |リノ¥ビリ教室

(総合会館)1 総合会館)

飼えなくなった犬猫

収集日 (Pll参照)

8事 19重 110強 111委 112百 113露 114奇
白露 |重陽 ・救急の日 |全国下水道促進デー|高齢者交通安全旬間|水路記念日

救急医療週間 (~20 日)
(~15 日) I 二百二十日

瓦瓦瓦泌L仏Lぷ正証じじじ-一--1図-書 信 休 色 白-一---一一……-一一一-一一-一l3-云云J見E時:佐i佐建京診主主-一一一-一一一-一一-一-l
ことぷぶ、き祭り |母子手帳交付及びび、 総合会館)川1(倣総合会舘午後 l時~吋)1一ピス 総合会館)

(P 5参照)1 一般健康相談日 |初心者ノてドミント ン総合会館) 1初心者ノてドミントン

(総合会館) 1 教室 グラウンドゴルフ教室|教室

(町民体育館)I 押原中校庭)

15童
画敬老の日
老人福祉週間 (~21 日)

16強
振替休日

17委 18百
全安

)
通
日
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〈
叩

国
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の
動
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円
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間
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週
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護
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引
愛
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L
動

19露

図書館休館日 図書館休館日 初心者ノてドミントン 行政相談 グラウンドゴノレフ教室 三種混合予防接種 子どもアニメ映画会

臨
教室 (中央公民館午後 l 時~)

議::
(総合会館) (図書館)

心配ごと相談 初心者ノてドミントン リハビ リ教室

(総合会館午後 l 時~) 教室 (総合会館)

安産教室 飼えなくなった犬猫 母子手帳交付及び

(総合会館) 収集日 一般健康相談日

(総合会館)

22議 123委 24百 25露 26奇 27室 28強
画秋分の日

県体育祭り開会式|図書館休館日

(小瀬)

ツベルクリン反応 |心配ごと相談 |ツベルクリン反応判|安産教室 |役場開庁
検査(総合会館)1 (総合会館午後 l 時~) I 定・ BCG接種 総合会館)

初心者バドミ ントン|乳児整形外科検診総合会館) 1 初心者バドミントン

教室 総合会館) 1 寝たきり老人入浴サ|教室

ーピス

グラウンドゴノレフ教室

29委 130百

図書館休館日

母子手帳交付及び

一般健康相談日

(総合会館)

l 赦の全眉交運安全運動ぷS月21日 ~ .ao日

あなたと陪乗者の命壱シ一手ベルトで‘守りましょう
最近、自動車乗車中の死て事故で、シートベルトを締めていれば助かつだと思

われるケースガ多く見られます。この時期に、改めてシートベルトの大切さと効

果を見直してみましよう。
J 
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※収集日が祝祭日の場合は収集業務はいたしませ

んので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の無公害ポリ袋または荷札を使って

出して ください。

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入してく

ださし、。

※収集日の当日午前 8時3D分までに出してください。

※可燃物、不燃物の分別はしっかりおこなってく

ださい。

※台所のゴミは水切りをして出して ください。

E・E討=a:恒I=IF.聖曜喧ゆE睦言活ヨj~軍司~~ 広報しようわ 平成3.9.I ⑫ 


